
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ラ
川
で
考
え
る「
日
本
の
消
費
」

生涯16096-01　2019年9月版
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は
じ
め
に

サ
ラ
川せ

ん
で
考
え
る
「
日
本
の
消
費
」

１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
（
略
し
て
サ
ラ
川
）」
は
、
30

年
以
上
に
わ
た
っ
て
時
代
の
変
化
を
映
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
消
費
に
関
す
る
時
代
の
変
化
を
み
る
と
、
１
９
８
９
年
に
導
入
さ
れ
た
消
費
税
（
当
時
３
％
）
は
、

順
次
引
き
上
げ
ら
れ
、
バ
ブ
ル
景
気
は
崩
壊
し
、
そ
の
後
は
20
年
に
及
ぶ
低
成
長
期
と
な
り
ま
し
た
。

「
ケ
チ
」
は
「
エ
コ
」
に
、「
買
え
な
い
家
計
」
は
「
買
わ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
に
発
想
転
換
し
、皆
が
持
っ

て
い
る
か
ら
買
う
「
当
た
り
前
消
費
」
は
、
自
分
の
価
値
観
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
「
こ
だ
わ
り
消
費
」
に
変
化

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
が
「
豊
か
さ
」
の
意
味
で
は
な
く
な
り
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
レ
ン
タ
ル
、
リ
サ

イ
ク
ル
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
＊
）
な
ど
の
市
場
も
成
長
し
ま
し
た
。

国
内
で
大
き
な
災
害
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
「
つ
な
が
り
」
が
見
直
さ
れ
、「
応
援
消
費
・
支
援
消
費
」
が
行
わ

れ
た
り
、
国
連
が
掲
げ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
人
々
の
動
き
に
影
響
を
与
え
た
り
と
、「
社

会
に
良
い
消
費
」
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
経
済
状
況
下
、
サ
ラ
川
か
ら

は
時
代
を
皮
肉
り
な
が
ら
も
、
面
白
く
笑
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
人
々
の
意
欲
と
力
を
感
じ
ま
す
。

本
書
で
は
、「
消
費
」
を
切
り
口
に
そ
ん
な
人
々
の
姿
を
振
り
返
り
ま
す
。

＊
モ
ノ
自
体
で
は
な
く
「
利
用
権
」
を
購
入
す
る
消
費
形
態
。
月
ご
と
・
年
ご
と
な
ど
の
料
金
を
支
払
い
、
そ
の
間
自
由
に
利
用
す
る

社会の動向価値観の
変化 消費の考え方

日本的雇用慣行

核家族化

家庭用電化製品

・テレビ
・洗濯機
・冷蔵庫
※三種の神器

自動車

食器洗浄機

空気清浄機

大型テレビ

インターネット
／PC

モバイル機器
／携帯電話

スマートフォン
／スマート
デバイス

クラウド／SNS

IoT／AI

モデルライフ
を目指した
生活設計

女性の就業率上昇

家族形態の多様化

消費の多様化

多様な選択肢を
選び取り
カスタマイズ

大量生産・
大量消費

たくさん持つのが
「豊か」

モノ・エネルギー
不足の不安

環境問題意識

バブル消費
↓
崩壊

「買えない」
経済状況
↓

「買わない」選択

こだわり消費

リサイクル

モノ消費より
コト消費化

シェアリング
つながり消費

使う側の責任意識
社会に良い消費

起業、複業
リカレント
（学び直し）

何度でも
やり直し、
方向転換が
可能

ライフ
デザイン
1.0

同質性・
画一的

ライフ
デザイン
2.0

多様性・
包摂的

ライフ
デザイン
3.0

柔軟性・
複々線的

普及した物暮らし方変化

バブル経済の崩壊

「失われた20年」

人口減少社会
阪神淡路大震災

生産年齢人口減少
リーマンショック

定年延長

東日本大震災

SDGs

高度経済成長

第一次・第二次
ベビーブーム

オイルショック

バブル経済

昭
　和

平
　成

令
　和

結婚・
子ども2人、
専業主婦

未婚・晩婚、
共働き

マルチライン
の人生、
つながり、
生涯現役

ラ イ フ デ ザ イ ン 3 . 0 社 会 へ 向 け て
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税ゼ
イ
ゼ
イ
ゼ
イ

税
税　

う
ち
の
家
計
簿　

息
切
れ
よ

	

良
妻
（
第
７
回　

１
９
９
３
年
）

社
で
は
「
売
れ
」　

家
で
は
「
買
う
な
」
と　

ゲ
キ
と
ば
し

	

営
業
部
長
（
第
８
回　

１
９
９
４
年
）

消
費
税　

上
る
前
に
と　

む
だ
遣
い

	

太
腹
か
あ
さ
ん
（
第
10
回　

１
９
９
６
年
）

ワ
ン
コ
イ
ン　

贅
沢
だ
っ
た
と　

懐
か
し
む

	

追
い
風
40
代
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

改
革
は　

働
き
方
と　

小
遣
い
も

	

昭
子
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

消
費
環
境
・
消
費
税

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、「
失
わ
れ
た
10
年
」
は
い
つ
し
か
「
失

わ
れ
た
20
年
」
に
延
び
、
も
は
や
何
が
失
わ
れ
た
の
か
わ
か

ら
な
い
ほ
ど
長
引
い
た
不
況
。
バ
ブ
ル
を
知
っ
て
い
る
人
ほ

ど
、
家
計
の
体
感
温
度
は
ヒ
ン
ヤ
リ
し
た
よ
う
で
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
は
「
売
る
側
」
の
営
業
努
力
が
求

め
ら
れ
る
一
方
で
、「
買
う
側
」
で
あ
る
消
費
者
と
し
て
は	

「
節
約
、
買
わ
な
い
、
見
る
だ
け
」
サ
イ
ド
に
。

　

さ
ら
に
、
度
重
な
る
消
費
税
ア
ッ
プ
で
、
税
率
は
２
桁
の

大
台
に
。
大
騒
ぎ
の
導
入
当
初
は
３
％
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

ワ
ン
コ
イ
ン
で
買
え
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
も
の
が
買
え

ず
、
財
布
は
急
に
小
銭
が
増
え
ま
し
た
。

　

増
税
前
に
！
と
の
勢
い
で
、
つ
い
要
ら
な
い
も
の
を
買
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
増
税
に
は
冷
静
な
心
で
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

消 費 税 の 歴 史

年月 法令・税率　等

1988 年 12月 「消費税法」成立

1989年 4月 「消費税法」施行 消費税　3%　が始まる

1997 年 4月 「税制改革関連法」施行 消費税率　５％　に引き上げ

2014 年 4月 「社会保障・税一体改革関連法」施行 消費税率　8％　に引き上げ

2014 年 11月 政府は 2015年 10月の税率 10％への引き上げ、１年半延期を決定

2016年 6月 　〃　2017年 4月の税率 10％への引き上げ、２年半延期を決定

2018年 10月 　〃　2019年 10月に税率 10%への引き上げ方針を表明

2019年 10月 消費税率　10％　に引き上げ
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買
っ
た
だ
け　

い
つ
も
忘
れ
る　

エ
コ
バ
ッ
グ

	

泡
展
望
（
第
21
回　

２
０
０
７
年
）

節
約
と　

エ
コ
と
貧
乏　

気
持
ち
次
第

	

前
向
き
な
パ
パ
（
第
22
回　

2
0
0
8
年
）

エ
コ
と
ケ
チ　

主
役
で
変
わ
る　

そ
の
呼
び
名

	

セ
コ
の
達
人
（
第
24
回　

２
０
１
０
年
）

納
税
で　

知
ら
な
い
土
地
も　

ふ
る
さ
と
に

	

な
に
わ
の
あ
っ
ち
ゃ
ん
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

子
に
お
も
ち
ゃ　

捨
て
る
と
言
っ
た
ら　

「
イ
ヤ
、
売
っ
て
」

	

し
ぇ
あ
り
ん
ぐ
、
え
？
好
み
ー
？
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

　

安
い
モ
ノ
志
向
が
進
む
中
、
社
会
の
動
き
や
出
来
事
は
、

消
費
ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
節
約
だ
再
利
用
だ
と
言
っ
て
い
た
自
分
が
、
い

つ
の
ま
に
か
地
球
の
救
世
主
に
。「
ケ
チ
」
と
言
わ
れ
て
き

た
行
動
は
、
未
来
を
救
う
「
エ
コ
」
行
動
だ
っ
た
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
自
分
の
持
ち
物
を
簡

単
に
売
却
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
モ
ノ
の
流
れ
や

使
い
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、「
応
援
消
費
・
支
援
消
費
」
と

い
う
形
で
、
被
災
地
を
応
援
す
る
消
費
ス
タ
イ
ル
が
普
及	

し
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
、
本
来
は
そ
う
し
た	

「
地
域
を
応
援
す
る
」
と
い
う
消
費
・
納
税
ス
タ
イ
ル
で
す
。

こ
う
し
た
、
自
分
と
、
自
分
以
外
の
幸
せ
も
考
え
て
行
う	

「
ハ
ピ
ネ
ス
志
向
」
の
消
費
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
つ
な

が
り
に
支
え
ら
れ
た
「
持
続
的
社
会
」
が
形
成
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
。

消
費
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換

出典：第一生命経済研究所「今後の生活に関するアンケート」2019
2005 年 2010年 2015年 2017年 2019年

0

10

50

70
（％）

52.9
59.5 63.3 60.3

58.8

43.7 41.7
44.2 43.2

43.3

28.5
32.2

34.1
31.1

27.2

15.2
16.8

22.8 20.8
23.2

40

60

20

30

よく考えてからモノを
買うようにしている

買い物をするのが
好きだ・楽しい

ある程度高くても良質
のモノを購入するよう
にしている

とにかく価格の安い
モノを選ぶようにして
いる

モ ノ の 買 い 方 の 変 化
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あ
の
服
は　

同
じ
通
販　

も
ー
着
れ
な
い

	

お
し
ゃ
れ
貴
族
（
第
10
回　

１
９
９
６
年
）

通
販
の　

「
こ
れ
も
つ
け
て
」
で　

つ
い
グ
ラ
リ

	

テ
レ
ビ
の
友
（
第
13
回　

１
９
９
９
年
）

ふ
く
ら
ん
だ　

財
布
の
中
身
は　

ク
ー
ポ
ン
券

	

あ
ん
み
つ
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

Ｚぞ

ぞ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔた

う

ん

Ｏ
Ｗ
Ｎ　

ど
こ
に
あ
る
か
と　

地
図
広
げ

	

茶
坊
主
（
第
29
回　

２
０
１
５
年
）

メ
ル
カ
リ
で　

妻
が
売
る
の
は　

俺
の
物

	
島
根
の
ぽ
ん
太
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

　

レ
ン
タ
ル
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
最
近

は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
い
わ
ゆ
る
「
サ
ブ
ス

ク
」）の
よ
う
な
、「
利
用
権
」を
購
入
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、

定
額
使
用
料
を
支
払
っ
て
毎
月
た
く
さ
ん
の
動
画
や
音
楽
な

ど
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
自
分
で
は
ほ
と
ん

ど
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
を
使
っ
て
い
る

人
」
は
、
こ
ん
な
ス
マ
ー
ト
な
消
費
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
な
消
費
ス
タ
イ
ル
の
一
方
で
、
パ
ツ
パ
ツ
に

太
っ
た
お
財
布
、
中
身
が
紙
幣
な
ら
い
い
の
で
す
が
、
ク
ー

ポ
ン
だ
ら
け
と
い
う
人
も
多
そ
う
で
す
。
徐
々
に
各
種
ク
ー

ポ
ン
は
複
数
企
業
が
提
携
す
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
集
約
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
ス
マ
ホ
決
済
の
普
及
に
よ
り
現
金
を
持
ち
歩

く
こ
と
が
減
れ
ば
、
お
財
布
は
痩
せ
る
傾
向
に
あ
る
は
ず
で

す
。

使
い
方
・
お
金
の
カ
タ
チ

出典：2019 年 1月「サブスクリプションに関する調査」
株式会社マクロミル・翔泳社（MarkeZine）の共同調べ

※東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県に在住の 15歳～ 59歳の男女 1,000 人対象

サブスクリプションサービスの利用状況 利用中のサブスクリプションサービス

使っている
36.1％

以前は使っていたが
現在は使っていない

10.2％

今までに
使ったことはない

53.7％

＊サブスクリプションサービスの現利用者
　n=361/ 複数回答

動画配信 80.9％
音楽配信

本・雑誌・コミック配信
ニュース・情報配信
ビジネスツール
（ソフトウェア）
ゲーム配信

学習・勉強配信
飲食
衣料品
自動車
その他

38.8％
17.7％

7.2％
6.9％
4.4％
4.2％
4.2％
2.5％
1.1％
6.9％

〜〜



910

長
電
話　

会
っ
て
話
せ
ば　

タ
ダ
な
の
に

	

ス
キ
ス
キ
ス
キ
ー
（
第
６
回　

１
９
９
２
年
）

定
年
の　

夫つ
ま

と
し
み
じ
み　

ゆ
と
り
旅

	

富
美
穂
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

キ
ャ
ン
プ
す
る　

息
子
「
海
」
「
山
」　

親
「
ビ
リ
ー
」

	

無
視
キ
ン
グ
（
第
21
回　

２
０
０
７
年
）

ス
カ
イ
ツ
リ
ー　

家
族
で
の
ぼ
る
と　

高
い
ツ
リ
ー

	

ソ
ラ
ミ
ロ
タ
ウ
ン　

（
第
26
回　

２
０
１
２
年
）

思
い
出
よ
り　

イ
イ
ネ
が
ほ
し
い　

女
子
旅
行

	
加
工
し
て
な
ん
ぼ
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

　

家
計
の
消
費
項
目
で
、
こ
の
20
年
以
上
、
右
肩
上
が
り
な

の
が
「
通
信
費
」
で
す
。
当
初
は
主
に
電
話
代
だ
っ
た
通
信

費
も
、
今
は
、
動
画
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
よ
る
も
の
に
。

長
電
話
を
し
て
親
に
怒
ら
れ
た
若
者
世
代
は
、
子
ど
も
の
ス

マ
ホ
利
用
に
悩
む
親
世
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ト
」
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
変
化

で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
出
来
事
や
写
真
を
投
稿
し
、他
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
コ
ト
消
費
へ
の
動
き
は
、
技

術
の
進
歩
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
「
モ
ノ
を
た
く
さ
ん
持
つ
」
こ
と
よ
り
、
心
地
よ
い
時
間
・

有
意
義
な
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、「
豊
か
」
と
考
え

る
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
の
変
化
。
自
分
の
中
に
蓄
積

さ
れ
た
「
満
足
」
が
、
そ
の
人
な
り
の
豊
か
さ
を
形
作
っ
て

い
く
よ
う
で
す
。

コ
ト
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
消
費出典：内閣府「国民生活に関する世論調査」

「今後の生活において心の豊かさと物の豊かさの
どちらを重視するのか」の質問回答結果

70

物の豊かさ

60

50

40

30

20

（％）

昭
和
４７
年

５０
年

５５
年

６０
年

９
年

２０
年

３０
年

平
成
元
年

心の豊かさ

40.0

37.3

40.9

39.8 32.9 32.7
30.1 30.2 30.238.8

42.2

49.6

49.3

56.3

62.6 61.4
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顔
面
の　

設
備
投
資
に　

不
況
な
し

	

お
化
粧
上
手
（
第
7
回　

１
９
９
３
年
）

バ
ス
代
を　

歩
い
て
か
せ
ぐ　

健
康
法

	

平
凡
な
パ
パ
（
第
15
回　

２
０
０
１
年
）

ジ
ム
通
い　

や
せ
ず
に
た
だ
の　

筋
肉
痛

	

子（
小
）

太
り
マ
マ
（
第
18
回　

２
０
０
４
年
）

健
康
危
惧　

焦
っ
て
手
を
出
す　

健
康
器
具

	

通
販
マ
ニ
ア
（
第
31
回　

2
0
1
7
年
）

ホ
ッ
ト
ヨ
ガ　

汗
か
く
以
上
に　

ビ
ー
ル
飲
む

	

パ
フ
男
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

　

不
況
で
も
お
財
布
が
寂
し
く
て
も
、
自
分
磨
き
は
怠
れ
な

い
！
と
い
う
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ス
キ
ン
ケ
ア
、シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
、
健
康
維
持
な
ど
、
自
己
投
資
・
健
康
投
資
に

余
念
が
な
い
の
は
良
い
こ
と
で
す
。

　

か
い
た
汗
が
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
で
台
無
し
？
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
に
全
然
効
果
が
出
な
い
？
大
丈
夫
で
す
。
目
に
見
え
る

結
果
が
出
な
く
て
も
、
行
動
す
る
こ
と
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
：
生
活
の
質
）
は
高
く
な
り
ま
す
。

た
と
え
体
重
を
減
ら
し
た
の
に
、
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
で
お
つ
り

が
来
た
と
し
て
も
、
が
ん
ば
っ
た
事
実
は
消
え
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、が
ん
ば
っ
た
か
ら
こ
そ
ビ
ー
ル
が
う
ま
い
！
こ
の「
幸

せ
感
」は
が
ん
ば
っ
た
人
に
し
か
味
わ
え
な
い
感
覚
で
す
ね
。

　

結
果
は
数
字
だ
け
に
表
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
ハ

ピ
ネ
ス
体
験
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
あ
な
た
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
着
実

に
向
上
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

自
己
投
資
・
健
康
投
資

出費額 許容額

自分や家族の健康維持や体力づくり 6,599 円 7,426 円

将来の就労に向けた学習やスキルアップ 4,804 円 6,228 円

仲間との交流やネットワークの形成・維持 6,812 円 7,669 円

出典：第一生命経済研究所「今後の生活に関するアンケート」2019
※ 18～ 69歳のうち出費をしていると回答した人の平均額

自己投資やつながり形成に月額どのくらい出費しているか 
／出費してよいと思うか
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さ
い
ご
に

　

こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
に
は
、「
こ
れ
さ
え
や
っ
て
お
け
ば
大
丈
夫
」

と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々
の
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴

い
、「
あ
る
べ
き
姿
」
と
し
て
の
生
き
方
の
モ
デ
ル
は
、
消
失
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
こ
れ
は
、
自
分
自
身
に
必
要
な
「
幸
せ
の
要
素
」
さ
え
見
出
し
て
い
れ

ば
、
い
つ
ど
ん
な
時
も
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
モ
ノ
に
囲

ま
れ
る
の
が
幸
せ
な
人
も
い
れ
ば
、
持
た
な
い
こ
と
に
幸
せ
を
見
出
す
人
も
い
ま

す
。「
モ
ノ
よ
り
コ
ト
」
と
し
て
、
体
験
を
し
た
り
、
思
い
出
を
作
っ
た
り
、
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
幸
せ
な
人
も
い
ま
す
。

　

た
だ
１
つ
の
絶
対
的
な
「
正
解
」
は
な
く
、
人
の
数
だ
け
の
「
回
答
」
が
あ
る

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
サ
ラ
川
を
通
じ
て
、
様
々
な
人
の
見
方
・
感
じ
方
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
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